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問題Ⅰ、問題Ⅱ及び問題Ⅲから、１問のみを選択し解答しなさい。 

 

 

 

 

問題Ⅰ  憲  法 
 

日本国憲法が定める象徴天皇制について、憲法学の観点から論ぜよ。 

 

 

 

 

 

問題Ⅱ  行政法 
 

次の 3 問のなかから1 問を選択して解答しなさい。 
 

1. 国家賠償制度に関する代位責任説と自己責任説 
 

2. 行政法上の法律関係と「法の一般原理」との関係 
 

3. 行政行為と行政指導との区別、日本の行政手続法における行政指導規定の概要 

 

 

 

 

 

問題Ⅲ  行政学 
 

日本の政府組織の特徴と、その歴史的変遷について具体的に論ぜよ。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


